
石川征雄君・大貫隆弘君：妻の誕生日のお祝いありがと
うございます。

大貫隆弘君・宮路猛君：結婚記念日のお祝いありがとう
ございます。

井口賢明君・後藤全弘君・奈良橋篤君：
　　　　　　入会記念日です。
山本倫弘君：鈴木委員長よろしくお願いします。
白鳥　篤君：南アフリカにワールドカップを観に行ってき

ます。毎日50人もの殺人事件があるそうで
す。生きて帰ってくる様頑張ります。

伊東哲夫君：早退します。
澤入義幸君：途中退席いたします。

大貫清恵さん 6.1　
 石川ちづ子さん 6.3

大貫隆弘君　 2009.6.2　
 宮路猛君　 1991.6.2

 後藤全弘君 1975.6.3　
 井口賢明君 1972.6.6

1.事務局のパソコン購入について　　　 承　認

「Ｒ親睦活動月間に因んで」

　6月はＲ親睦活動月間という事で、今
までの11ヶ月間の活動の話をさせてい
ただきます。2008年4月15日に入会しま
して、1年3ヶ月で親睦・出席委員長を
命ぜられ、能力・経験よりトントン拍子
に出世してしまい、訳の分からない内に11ヶ月間が過ぎて
しまったというのが本当の所です。親睦・出席委員長を仰
せつかった際には、取りあえずロータリー情報集で、親
睦・出席に関することを調べましたが、親睦に関しては、あ
まりにグローバルな内容、漠然とした内容ばかりでしたの
で、今までの慣例に従い、先輩方のご意見を聞きながら進
めていくことがベストであると自分なりに判断しやってまい
りました。ただ、本年度より、親睦委員会と出席委員会が
親睦・出席委員会となりましたので、今までよりも、活動の
内容も重たいものになるだろうというプレッシャーと、山本
会長の今年度の『ロータリーを楽しもう』というテーマを聞
き、ますます親睦に対するプレッシャーで眠れぬ夜を過ご
しておりましたが、山本会長・清水幹事を始め、先輩ロー
タリアンの皆様の援助、ご協力、そして、委員会のメンバー
の皆様の協力で何とかやってこられました。皆様方には、
本当に感謝しております。
　当初、事業計画書を作成するにあたり、山本会長の『ロ
ータリーを楽しもう』のテーマに沿って、「歴史と伝統のあ
るロータリーの礼節を守りながらも、例会・イベントに出席
する事が楽しいクラブ運営を意識して、活動していきた
い。」「出席する事が、楽しいイコール出席率の向上につ
ながる。」と書かせていただきました。皆様のご協力のも
と、今年度通算出席率は95％を越え、静岡第3分区9クラ
ブ中一番良い出席率でした。また、本日まで、修正出席率
が100％となった回数は１２回を数えます。皆様に感謝す

るとともに、今後も高い出席率が続くよう更なるご協力を
お願いいたします。私事ですが、出席に関して言えば、本
年度も密かにホーム100％出席を目指しておりましたが、
昨年末に新型インフルエンザにかかってしまい、メークア
ップも許されない状況で、100％出席を逃してしまいまし
た。例会に出席するという事は、仕事の調整能力と強靭な
肉体を持ち合わせていないと、内田先生の様に２５年累
積100％出席は不可能ということを悟りました。
　委員会の通常の活動内容に、例会時の受付がありま
す。ゲスト・ビジターの案内及び紹介、スマイルのお願いと
紹介、出席率の発表を2ヵ月ごとのローテーションを組み、
各担当を決めやらせていただきました。年間の行事とし
て、前年度の会長幹事慰労会、前年度出席表彰、忘年家
族会、新年会、ゴルフコンペを開催致しました。前年度会
長幹事慰労会では、西島前会長・堤前幹事の晴れ晴れと
したお顔が印象的でした。今年の7月には山本会長・清水
幹事の晴れ晴れとしたお顔を拝見することが出来ること
と思います。忘年家族会では、松田社長にお願いをし、エ
ルビスプレスリーのそっくりさんをご紹介いただき、予行
練習までしていただいて、本番を盛り上げて頂いたことを
思い出します。
　１年間親睦・出席委員長をやらせて頂いたわけです
が、山本会長・清水幹事をはじめ、会員の皆様の多大なる
ご協力によって無事終了しようとしています。1年前は、井
口先生から引き継いだ赤いタスキが妙に重たく感じられま
した。今は少し図 し々くなってきた分、少しは軽くなってき
ましたが、早く次年度の影島委員長へタスキにおもりをつ
けて渡したいと思っています。
　最後になりますが、この沼津北ロータリークラブに入会さ
せて頂きまだ2年あまりですが、50年間味わった事のない
世界を体験させていただいております。今後とも皆様方の
ご指導をよろしくお願いすると共に、未熟者の親睦・出席
委員長をロータリアンの寛大なる目でご支援を頂いたこと
に感謝して終りの挨拶にさせていただきたいと思います。


